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躊
海
洋
放
出
反
対
５５
誓

激

風
評
被
害
に
不
安

‐８６
誓

嘲 日」世喘矯圧沓

福
島
第

一
原
発
の
敷
地
内
に

貯
薇

‐
さ
・れ
る
放
射
能
汚
染
水
の

処
理
水
の
処
理
に
つ
い
て
、
政

府
は
海
洋
放
出
を
検
討
し
て
い

る
。
朝
日
新
聞
（
１
月
４
日
付
）

の
世
論
調
査
（郵
送
）
の
結
果
に

よ
れ
ば
、

「汚
染
さ
れ
た
水
か

ら
大
半
の
放
射
性
物
質
を
取
り

除
き
、
一
国
の
基
準
以
下
に
薄
め

た
処
理
水
を
海
に
流
す
」
こ
と

へ
の
賛
否
は
、

「賛
成
」
３２
幹

に
と
ど
ま
り
、

「反
対
」
５５
計

だ

つ
た
。
内
閣
支
持
層
で
も
５０

拌
、
自
民
支
持
層
で
も
４７
計
が

馘
轟

「反
対
」
し
、
い
ず
れ
も

「賛

成
」
を
上
回

っ
た
。
男
性
は

「賛
成
」
４４
幹
ヽ

「反
対
」
４６

幹
に
割
れ
た
が
、
女
性
は

「賛

成
」
２２
お
、
　
一‐反
対
」
６２
計
と

大
き
く
開
い
た
。

海
洋
放
出
に
よ
る
水
産
物

ヘ

の
風
評
被
害

へ
の
不
安
は

「大

い
に
」
４２
幹
ヽ

「あ
る
程
度
」

４４
幹
と
ヽ
合
わ
せ
て
８６
幹
が

「感
じ
る
」
。

「感
じ
な
い
」

は

「あ
ま
り
」
９
幹
、

「全
く
」

２
幹
、
合
わ
せ
て
Ｈ
お
だ

つ
た
。

海
洋
放
出
に
は
賛
成
の
人
で
も

風
評
不
安
は
６８
斡
が

「感
じ
る
」

と
答
え
た
。

福
島
第

一
原
発
事
故
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
政
府
対
応

へ
の

評
価
も
聞
い
た
。

「評
価
し
な

ぃ
」
６７
幹
ヽ

「評
価
す
る
」
２０

軒
。
自
民
党
支
持
層
で
も
５６
幹

が

「評
価
し
な
い
」
と
答
え
た
。

政
府
対
応
を

「評
価
し
な
い
」

人
は
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
６４

拌
が

「反
対
」
と
答
え
、
全
体

よ
り

「反
対
」
が
多
か

つ
た
。

政
府
基
本
方
針
の
原
案
に
は
い

最
初
は
環
境
影
響
を
確
認
し
な

が
ら
少
量
で
流
す
こ
と
や
、
被

害
が
生
じ
た
場
合
は
東
電
に
賠

償
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
梶
山
弘
志
経
産
相

は

「
い
つ
ま
で
も
方
針
を
決
め

ず
に
先
送
り
で
き
な
い
」
と
繰

り
返
し
て
い
る
。

も
と
も
と
汚
染
水
対
策
は
、

大
型
タ
ン
ク
貯
蔵
で
臨
む
べ
き

も
の
を
、
場
当
た
り
的
に
小
型

タ
ン
ク
で
対
処
し
た
の
が
誤
り

の
始
ま
り
。
今
に
な

つ
て
タ
ン

ク
貯
蔵
は
限
界
に
来
た
か
ら
海

洋
放
出
と
は
被
災
地
に
対
す
る

二
重
の
誤
り
で
あ
る
。

大
型
タ
ン
ク
で
対
応
し
て
お

れ
ば
何
の
問
題
も
な
い
。
今
か

ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
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反対

恙
賀
原
発
沿
断
層
問
題
研
究
グ
ル
■
プ
論
文

に
た
い
す
る

「地
球
斜
学
費
」
を
受
資
し
て

福
島
第

一
原
発
事
故
の
翌
年
の

２
０
１
２
年
春
、
石
川
県
の
原
発

問
題
住
民
運
動
団
体
か
ら
の
求
め

に
応
じ
て
、
能
登
半
島
中
部
に
あ

る
北
陸
電
力
⊥
心賀
原
発
（石
川
県

志
賀
じ

周
辺
の
地
質
を
調
べ
る
機

会
を
得
た
。
地
元
で
は
、
原
発
の

北
方
を
東
北
東
か
ら
流
下
す
る
富

来
川
に
沿
つ
て
推
定
さ
れ
て
い
た

断
層
が
活
断
層
か
否
か
が
重
要
な

問
題
に
な
っ
て
い
た
。

当
初
は
、
周
辺
に
分
布
す
る
段

丘
堆
積
物
を
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
し
、

そ
の
年
代
や
高
度
を
比
較
す
る
こ

と
で
活
動
性
を
議
論
で
き
る
と
考

え
、
多
く
の
地
元
の
方
の
参
加
の

下
に
、　
ハ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
グ
や
機

械
ボ
「
リ
ン
グ
で
試
料
採
取
を
試

み
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
富

来
川
の
左
岸
で
、
掘
っ
て
す
ぐ
に

中
新
世
の
火
山
岩
類
に
ぶ
ち
当
た
つ

て
頓
挫
す
る
。

基
本
に
立
ち
返
つ
て
、
地
道
に

周
辺
の
地
質
調
査
か
ら
始
め
た
矢

先
、
段
丘
面
か
ら
海
岸
に
降
り
る

道
路
沿
い
で
、
段
丘
堆
積
物
が
見

原
住
連

つ
か
っ
た
。
同
様
な
路
頭
が
周
辺

に
な
い
か
、
調
べ
て
も
ら
つ
た
と

こ
ろ
、
観
光
地
の
駐
車
場
を
広
げ

る
際
に
で
き
た
崖
が
あ
る
と
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
、
調
査
に
出
か
け

た
と
こ
ろ
、
典
型
的
な
海
成
堆
積

物
で
あ
つ
た
。

そ
の
後
、
毎
年
３
，
４
回
現
地

に
出
か
け
て
、
地
元
の
人
た
ち
と

海
岸
に
広
が
る
波
食
棚
や
海
食
崖

に
見
ら
れ
る
断
層
や
ノ
ッ
チ
の
測

量

。
記
載
に
取
り
組
ん
だ
。

調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
活
断
層

幹
事
代
表
委
員
　
立
石
雅
昭
一

研
究
グ

ル
ー
プ
と
し
て
論
文
を
書

き
出
し
た
。
初
稿

（
２
０
１
７
年
４

こ

は
査

‐読
を
受
け
た
結
果
、
多
く

の
不
備
を
指
摘
さ
れ
た
っ
し
か
し
、

地
元
の
人
た
ち

の
熱

い
思

い
を
無

駄
に
は
で
き
な

い
。
何
回
か
編
集

委
と
の
や
り
と
り
を
経
て
、
受
理

さ
れ
た
と
き
に
は
正
直
ほ
つ
と
し

た
。論
文
は
１９
年
１０
月
、

「地
球
科

学
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
ど
、

こ
‐の
論
文
が

「地
球
科
学
賞
」
を

一学
買
υ
私
と
し
て
も
初
め
て
の
ノ
ッ

チ
や
ヤ
ツ
コ
カ
ン
ザ
シ
化
石
の
高

度
分
布
が
、
最
近
の
地
殻
変
動
ど

か
か
わ
る
こ
と
を
学
ん
だ
）^

原
発
再
稼
働
を
阻
止
す
る
た
た

か
い
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
す

れ
ば
、
何
よ
り
地
元
の
方
々
の
熱

意
の
た
ま
も
の
で
あ
る
．

・
・
こ
れ
か
ら
も
、
地
元
の
人
び
と

を
と
も
に
、　
〃現
地
で
″
を
モ
ッ

ト
ー
に
原
発
周
辺
の
地
質
調
査
に

関
わ
う
て
い
き
た
い
。
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